





















































































































































































































です （Jpn J Drug Inform. 2010；11, 217-222）．平






























































































































現の有無は 16 回（35.6％）/29 回（64.4％）でした．






























































































































のPGE2 および 15d-PGJ2 の濃度をELISAによって測













































発現率は 10.7％でした．発現期間中央値は 3.0 か月
（1.5-4.5 か月）と早期から発現が認められました．
S-1 による眼障害発現の関連因子として，単変量解






































満足度についても評価しました．平成 31 年 3 月か
ら 11 月，調査患者は 54 名，調査回数は 85 回でし
た．レスキュー製剤に対する満足度は，最大NRS 












































































した．eHEALS は Norman らが開発したインター
ネット上の健康情報に対する適切な検索能力を評価
する指標です．主要評価項目は化学療法開始直前か




























　 あり  87（25.1） 22（36.1） 41（27.2） 24（17.9） 0.397
1）運転，n（％）
　 あり 188（54.3） 44（71.0） 77（51.3） 67（50.0） 0.024
1）経済的な心配，n（％）
　 あり 195（56.7） 43（69.4） 85（57.0） 67（50.4） 0.110
3）服薬記録，n（％）
　 あり 125（36.0） 19（31.1） 47（30.9） 59（44.0） 0.037
5）生理学的影響，score
　 Median（Q） 1.82（0.82-2.64） 2.36（1.45-2.91） 1.64（0.82-2.55） 1.64（0.55-2.36） 0.024
5）有害な影響，score
　 Median（Q） 1.50（0.50-2.33） 2.00（0.83-2.50） 1.33（0.50-2.00） 1.33（0.29-2.17） 0.116
7）全体平均，score























　「 経口抗悪性腫瘍薬 S-1 投与患者における眼障害
に関する研究」
黒岩亮平 博士
　「 主論文：The effect of pentazocine on nausea and 







　「 主論文：The quality of life impact of highly effective 
antiemetic therapy among breast cancer patients 





　「 主論文：Randomized, double-blind, placebo-controlled 
phase II study on the efficacy and safety of vitamin 
K1 ointment for cetuximab or panitumumab-




　「 主論文：Simultaneous determination of raltegravir, 
dolutegravir, elvitegravir, and bictegravir in 
human plasma using high-performance liquid 






　「 主論文：Involvement of prostaglandin E2 in 







　「 主論文：Comparative efficacy and safety of linezolid 
and quinupristin-dalfopristin in the treatment of 






　「 主論文：QOL evaluation of nab-paclitaxel and 














　「 主 論文：Efficacy and safety of olanzapine for 
prophylaxis of emesis in patients receiving 




　「 主論文：Effectiveness of a smartphone application 
as a support tool for patients undergoing breast 




　「 主論文：Integrating cancer patient’s satisfaction 
with rescue medication in pain assessments （がん
疼痛患者における満足度を取り入れた評価方法
の構築）」





た．写真 2は昭和 52 年の薬理学教室，写真 3は令
和元年 8月の薬学部 10 回生同窓会（みんなの同窓
会）の記念写真です．小さすぎて申し訳ありませ











写真 2　昭和 52 年当時の昭和大学薬学部薬理学教室メ
ンバー（★が筆者）
写真 3　令和元年 8月薬学部 10 回生同窓会（みんなの同窓会）での記念写真（★が筆者）
昭和大学 12 年間での教育と研究の思い出
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 令和 3年 1月
